
「国内旅行・訪日旅行 政策提言」

国
内
旅
行
は
交
流
人
口
拡
大
で
地
域
活
性
化

訪
日
旅
行
は
質
の
向
上
と
地
域
分
散
が
重
要
に
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「
地
域
経
済
活
性
化
に
向
け
て
」と
謳
わ
れ
た

国
内
旅
行
政
策
提
言
で
は
、少
子
高
齢
化
が
進

み
地
域
に
お
け
る
定
住
人
口
が
減
少
し
て
い
る

現
在
、「
地
方
創
生
」が
日
本
の
重
要
政
策
で
あ

り
ま
す
。「
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
地
域
活
性

化
」が
主
要
な
解
決
策
と
な
る
こ
と
か
ら
、受
地

と
発
地
の
連
携
を
強
化
し
、地
域
への
交
流
人
口

を
効
果
的
に
拡
大
す
る
た
め
の
課
題
と
方
向
性

を
示
し
た
上
で
具
体
的
な
施
策
を
提
言
し
て
い

ま
す
。

　

課
題
と
方
向
性
と
し
て
は
、⑴
旅
行
需
要
の

地
域
への
分
散
、⑵「
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
長

期
戦
略
」の
徹
底
、⑶
地
域
に
お
け
る
長
期
的
な

基
本
計
画
の
必
要
性
、⑷
発
地
側
のニ
ー
ズ
と
連

携
す
る
地
域
毎
の
総
合
的
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

の
必
要
性
、⑸
地
域
特
性
を
考
慮
し
た
効
果
的

な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
の
展
開
、⑹
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
に

関
す
る
単
年
度
予
算
の
限
界
、⑺
観
光
産
業
に

関
わ
る
人
材
の
不
足
、⑻
地
域
独
自
の
魅
力
を

体
験
で
き
る
体
制
整
備
、⑼
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
の

寄
港
が
可
能
な
港
湾
の
整
備
、⑽
地
域
間
交
流

機
会
の
拡
大
、⑾
旅
行
者
が
安
全・快
適
に
旅
行

で
き
る
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、⑿
連
続
し
た

休
日・休
暇
の
取
得
、⒀
地
域
間
連
携
の
拡
充
、の

ポ
イ
ン
ト
で
整
理
し
て
い
ま
す
。

　

観
光
に
よ
って
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
に

は
、旅
行
者
が
地
域
を
訪
れ
た
い
と
思
う「
動
機
」

と
感
じ
る「
魅
力
」が
最
も
重
要
で
す
。旅
行
者

の
視
点
で
地
域
の
魅
力
を
発
掘
し
て
磨
き
上
げ
、

商
品
化
す
る
仕
組
み
を
つ
く
り
、様
々
な
手
法
で

発
信
し
、多
く
の
旅
行
者
を
継
続
的
に
地
域
に
呼

び
込
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

提
言
で
は
、そ
の
実
現
に
向
け
て
、「
観
光
振

興
に
関
す
る
目
標
と『
地
域
版
総
合
戦
略
』の
徹

底
」「
地
域
に
お
け
る
長
期
的
な
観
光
基
本
計

画
の
策
定
促
進
」「
観
光
基
本
計
画
を
推
進
す
る

『
観
光
統
合
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
』の
実
施
」「
旅

行
会
社
と
連
携
し
た
地
域
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
強

化・支
援
」「
観
光
を
支
え
る
人
材
の
確
保
と
育

成・支
援
」

「
地
域
間

交
流
の
促

進
の
受
け

皿
の
整
備
」

「
休
暇

取
得
の
推

進
」な
ど

の
施
策
の

実
施
を
提

案
し
て
い

ま
す
。

　

2
0
1
3
年
に
1
0
0
0
万
人
、2
0
1
4

年
に
1
3
0
0
万
人
を
超
え
た
訪
日
旅
行
者
が

2
0
2
0
年
に
2
0
0
0
万
人
へ
到
達
す
る
こ

と
が
現
実
的
な
も
の
と
な
って
き
た
今
、イ
ン
バ

ウ
ン
ド
戦
略
は「
質
の
向
上
」と「
地
域
分
散
」が

重
要
と
い
う
認
識
に
立
ち
、2
0
2
0
年
に
向

け
て
迅
速
に
取
り
組
む
べ
き「
喫
緊
の
課
題
」と

「
2
0
0
0
万
人
達
成
に
向
け
た
課
題
を
」を

整
理
し
て
い
ま
す
。

　
「
喫
緊
の
課
題
」に
つい
て
は
、「
受
入
体
制
等
」

で「
貸
切
バ
ス
」「
通
訳
案
内
士
」「
宿
泊
施
設
」

「
イ
ン
フ
ラ
整
備
」の
4
点
を
指
摘
。需
要
の
急

成
長
に
よ
り
繁
閑
に
お
け
る
稼
働
率
の
差
の
拡

大
が
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
も
た
ら
し
て
い
る
貸

切
り
バ
ス
に
つい
て
、営
業
区
域
に
関
す
る
規
制

緩
和
な
ど
の
措
置
を「
臨
時
で
は
な
く
、一定
の

継
続
性
」を
もって
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、

「
実
効
性
あ
る
柔
軟
な
施
策
の
検
討
」を
提
案

し
て
い
ま
す
。

　

高
い
ス
キ
ル
を
持
つ一部
に
業
務
が
集
中
し
て
い

る
通
訳
案
内
士
の
現
状
に
つい
て
も
、民
間
だ
け
で

は
問
題
の
解
決
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、官
民一体
と

なった
実
地
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
創
設
な
ど
の
対
応

策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
し
て
、「
実
践
的
ス
キ
ル

向
上
の
た
め
の
措
置
の
充
実
」を
要
請
す
る
と
同

時
に
、「
ア
ジ
ア
言
語
な
ど
に
お
け
る
通
訳
案
内
士

有
資
格
者
の
絶
対
数
の
不
足
への
対
応
」を
求
め

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、東
京・大
阪
な
ど
の
大
都
市
で
稼
働
率

が
上
限
と
言
わ
れ
る
85
％
前
後
に
達
し
つつ
あ
る

ホ
テ
ル
に
つい
て
、外
国
人
の
需
要
ピ
ー
ク
期
に
は

部
屋
が
足
り
な
い
状
況
が
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
地
域
分
散
化
の
加
速
と
代
替
と
な
る
旅
館
の

利
用
促
進
な
ど
の
対
応
策
」の
必
要
性
を
強
調

し
て
い
ま
す
。

　
イ
ンフ
ラ
整
備
に
つい
て
は
、「
主
要
タ
ー
ミ
ナ
ル

駅
等
、旅
客
が
集
中
す
る
エ
リ
ア
に
お
け
る
バ
ス

駐
車
場
等
の
確
保
」と「
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
受

入
体
制
の
充
実（
C
I
Q
体
制
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
整

備
）」を
課
題
と
し
ま
し
た
。

　
一方
、「
2
0
0
0
万
人
達
成
に
向
け
た
課
題
」

で
は
、「
地
域
分
散
」「
旅
行
者
の
体
験
の
質
の
向

上
」「
訪
日
教
育
旅
行
」「
リ
ピ
ー
タ
ー
拡
大
」「
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
者
の
安
心・安
全
の
確
保
」「
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
啓
発
の
必
要
性
」「
人
材
育
成
」と
い

う
7
つの
テ
ーマ
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

J
A
T
A
で
は
、2
0
0
0
万
人
の
達
成
は

「
ひ
と
つ
の
通
過
点
」で
あ
り
、そ
の
後
に
向
け

た
持
続
的

な
成
長
も

意
識
し
て
、

「
全
体
を

俯
瞰
し
て
バ

ラ
ン
ス
の
と

れ
た
戦
略
」

を
実
行
し

て
い
く
必

要
が
あ
る

と
訴
え
て
い

ま
す
。

訪日旅行の政策提言書は JATA訪日旅行推進委員会の丸尾和明委員
長が提出しました

観光庁に国内旅行の政策提言書を提出した JATA国内旅行推進委員会の
吉川勝久委員長（中央）


